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１．はじめに 

前報では、公営住宅における身体障害者向け住戸（以

下：特殊設計住戸）の整備状況、住戸及び(L)DKの面積

の関係から現在の公営住宅の特殊設計住戸の実態を明ら

かにした。本報では、(L)DKの面積の差による平面構成

の違いについて明らかにし、住戸平面の分類からみた既

往研究との差を明らかにすることを目的とする。 

 

２．(L)DKの面積からみた住戸について 

前編では住戸の延べ床面積と(L)DK の面積との関係に

ついての考察を行った。本編では、(L)DK の面積規模の

差による、住戸型と居室について分析を行う。 

2.1 (L)DKの面積が 20㎡～30㎡ 

(L)DK の面積が 20 ㎡～30 ㎡となるのは既往研究では 3

例しかなかったが、面積水準が向上したことによって、

46 例に増加した。(L)DK の面積について分析を行ってい

たので、面積の広い LDK 型の方が多い。特に、単身世帯

向けの住戸は居室が１つであるため、(L)DK の面積が大

きいと考えられる。 

2.2 (L)DKの面積が 10㎡～20㎡ 

既往研究のほとんどの(L)DK の面積が 10 ㎡～20 ㎡であ

り、本調査にて収集した半数以上がこちらに分類される。

その中で最も多いのは 2DK 型であるが、２DK 型は延べ

床面積が 40 ㎡に満たないものから、90 ㎡を上回るもの

まで多岐にわたる。延べ床面積が 90㎡をこえる 2DK 型は

DK の面積を抑えることで他の居室空間などを広くとるこ

とができる。 

2.3 (L)DKとその他の空間 

(L)DK の面積がある程度固定されているので、延べ床

面積は(L)DK 以外の空間に影響を与える。公営住宅など、

集合住宅ではスパン割が固定されるため、上下階で延べ

床面積が大きく変化することはない。つまり居室、サニ

タリーの取り方によって住戸型が変化すると考えられる。 

 

３．住戸平面の分類 

3.1 分類について 

本研究では、収集した 125 プランについて以下のよう

に定義注 1)、分類した。 

① 主室：車いす使用者が使用する居室、又は(L)DK

に最も近接している居室 

② 連続：居室間の建具が引戸である 

③ 不連続：②でない場合、又は居室間が廊下によっ

て繋がっている 

④ (L)DK 独立：(L)DK と居室の間との移動に廊下を

通る 

以上の定義に従って平面の分類を行ったものが、表 1 及

び表 2である注 2)。 

 既往研究と比較すると１R、１LK など今回新たに分類

された型も確認されたがほとんどは既報の従来型であっ

た。単身世帯向け住戸が増加したのは、障害者や高齢者

が単身でも公営住宅に入居できるようになったことや時

代的に単身世帯が増加したことが要因と考えられる。つ

まり設計の考え方についてはあまり変化していないと思

われる。したがって住み方調査などを行い、現在の生活

様式にかなった計画なのか、今後調査する必要がある。 

3.2 住戸型について 

 本調査にて最も多かった型は DK 型、LDK 型共に

(L)DKが南で主室が洋室、居室間が不連続の 2DK型、 
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図 1 住戸及び(L)DKの規模 
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表 1 DK型及び単身者向け住戸平面の分類 

 

 

表 2 LDK型住戸平面の分類 
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2LDK型であり、それぞれ 15 プラン、19プランである。 

また、既往研究ではあまりみられず、3DK の DK 北向き

が多くみられた。これは、以前は 1 階張り出し型で南入

りが多く、居室も南に配置するため DKを北に配置すると

いう考え方が今も変わってないと思われる。 

 

４．事例分析 

典型的な事例と既往研究で見られなかった事例につい

て詳しく考察していく。 

① 事例１ 2DK  

 PLAN51 は本調査において、DK 型で最も多く見られた

平面構成である。延べ床面積は本調査で得られた 2DK の

平均である 65.9 ㎡に近似している。この値は特目提案の

最低水準を優に上回っており、面積水準の向上が見てと

れる。住棟形式は共用廊下型で 1 階に位置し、ほぼ北か

らの平入アプローチがとなっている。玄関には車いすを

収納することができる物入れがあり、収納に関する配慮

がうかがえる。廊下から洋室１を通り DK、そして洋室２

へと続く動線となっている。DK の面積は各洋室とほぼ同

規模の 12.5 ㎡あることから、この PLAN51 は居室の面積

をとることを優先していることが考えられる。サニタリ

ーは車いす使用者がぎりぎり回転することができる広さ

であることからも、広い居室を優先して計画したことが

考えられる。 

② 事例２ 2DK 

 PLAN10 は、PLAN51 と同じく 2DK 型で延べ床面積も

64.9 ㎡と PLAN51 と近似しているが、DK の面積が 24.2

㎡と PLAN51 の約 2 倍の広さとなっている。住棟形式は

階段室型で 1 階に位置する。階段室が北向きのため、北

妻入りアプローチとなる。この PLAN10 は DK を南向き

にかなり広くとっているため、居室は２室とも北側に取

られている。2 室は約 4 畳半と約６畳と PLAN51 の 2 室の

居室に比べ、やや狭くなっている。サニタリーをコンパ

クトにまとめられていることからも、DK が優先して取ら

れたと考えられる。 

③ 事例３ 2LDK 

 PLAN62 は本調査にて収集した 2LDK 型で最も多く見ら

れた型である。共用廊下型の 1 階に位置し、北平入アプ 

 

図 ２ 事例１のモデル図及び平面図 

 

図 ４ 事例３のモデル図及び平面図 

図 ３ 事例２のモデル図及び平面図 

 

図 ５ 事例４のモデル図及び平面図 
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ローチをとる。延べ床面積、(L)DK の面積共に前に紹介

した 2DK 型よりも広くなっている。この PLAN62 は前の

2DK 型よりも玄関や廊下が広めにとられているが、サニ

タリーは車いすでぎりぎり回転できる広さしか取られて

いない。このことから、LDKや居室の規模を優先して配 

置したことで、サニタリーについては比較的軽視した計

画であることがうかがえる。 

④事例４ 1R 

 PLAN83 は、本調査にて新たにでてきた単身者向け住戸

の 1R 型である。居室に台所もあり、１人で暮らすには十

分な広さがある。サニタリーもコンパクトにまとまって

おり、１人暮らし向きの平面構成である。共用廊下型の

１階に位置し、北平入りアプローチをとる。 

 以上のことから、平面構成の考え方としては、アプロ

ーチやサニタリーを北側に配置し、(L)DK を南に配置す

ることが一般的な配置であることがわかる。(L)DK の規

模と居室の規模については、車いす使用者が日中(L)DK

で過ごすのか、主室で過ごすのかの考え方の差によって

異なると考えられる。 

 

５．まとめ 

本報では、(L)DK の面積の差による平面構成の違いに

ついて明らかにした。また、住戸平面の分類からみた既

往研究との差異についても明らかにした。得られた知見

は以下の通りである。 

１）(L)DK の面積は大きく分けて、10 ㎡～20 ㎡と 20 ㎡

～30 ㎡の 2 つに分類することができる。前者は既往研究

時と類似の値である。このことから延べ床面積の増加に

は、(L)DKの面積を増加させたものと(L)DK以外の居室や

サニタリー等の面積を増加させたものの 2 つの場合があ

ると考えられる。 

２）(L)DK の面積などは特目住宅の最低水準値等が定め

られていることから、延べ床面積から考えると居室やサ

ニタリーの配置の仕方によって住戸型が変化すると考え

られる。 

３）高齢者や障害者が単身でも公営住宅に入居すること

ができるようになったことや、単身世帯が増加している

ことから、既往研究ではみられなかった単身向け住戸型

が増加したと考えられる。 

４）本調査において最も多かった型は DK 型、LDK 型と

もに(L)DK が南で主室が洋室、居室間が不連続の 2(L)DK

型である。 

５）既往研究では少なかった 3DK 型の DK 北向きが増加

していた。これは平面計画の考え方が変化していないこ

とが考えられる。 

 以上のことから、(L)DK の面積が居室やサニタリーの

配置、平面構成に影響していると考えられる。また、住

戸平面の分類はほとんどが既往研究でみられた従来型で

あったことから、平面計画の根本的な考え方は変化して

いないと思われる。 

 本調査は、山口県以外の自治体から最新の 1 事例につ

いて調査したため、最新の傾向を示すことができたと考

える。しかし公営住宅のストックの多さから今後、公営

住宅の特目住宅を増やしていくには、改修された事例に

ついて調査していくことが必要であると考える。 

 

 

注釈 

注１）既往研究において、片岡らは主室を「団らんが行われ又発展

する可能性の最も高い居室とする」と定義していたが、本調査にお

いては平面図面のみでの判断となるため、新たに定義した。それに

伴い、居室間の連続や不連続についても定義している。 

注２）表 1 及び表 2 内のかっこ内の数字は本調査において得られた

プラン数を示している。 
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